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総合化事業計画を認定しました

総合化事業計画は、六次産業化・地産地消法に基づき、農林漁業者等が農林水産物等の生産及びその加
工又は販売を一体的に行う事業活動に関する計画のことで、農林漁業者等の所得の向上や農林漁業経営の
改善を図ることを目的として国が認定を行っています。

兵庫県における認定件数は、令和元年10月末現在で116件となっており、全国で北海道に次いで2番目
に多くなっています。

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kihyo01/190906.html

有限会社カンナンファーム（丹波市）

◆総合化事業の概要◆

有限会社カンナンファームは、約
２万5,000羽の採卵鶏を、ひきわり
トウモロコシを中心としたこだわり
の完全自家配合飼料や１ライン方式
の鶏舎で飼養し、安心・安全で美味
しい卵の生産に取り組んでいます。

令和元年10月末で認定を受けた総
合化事業計画では、卵の生産に伴い

発生する規格外卵等を有効活用するため、HA
CCP認証に対応する加工施設で液卵を製造し、
国内外に販売することとしています。

中でも海外展開にあたっては、殻付き卵の販売で実績のある香
港への販売に加え、地域商社の協力を得ながらベトナムやEUの
市場調査を行い、販売拡大をすることとしており、今後の輸出拡
大が期待されるところです。

有限会社エヌツー（淡路市）

◆総合化事業の概要◆

有限会社エヌツーは、体験型の観光事
業を展開する｢淡路カントリーガーデン｣
を運営する法人で、当該事業所内に設置
した10アールのいちごハウスで､人気の
高い「紅ほっぺ」を高設栽培し、摘み取
り体験等で販売しています。

令和元年10月末で認定を受けた総合
事業計画では、いちご栽培で発生するB
級品やロス品の付加価値向上を目指し、
いちごパウ

ダーやいちごドレッシングの製造、いちご関連商品を提供するため
のカフェをオープンすることとしています。

この取り組みによって、島内における新たな雇用の創出だけでな
く、集客力の向上や地域活性化にも貢献する取り組みとして期待が
寄せられています。



丹波市で水稲や丹波黒大豆、大納言小豆、丹波栗
等を栽培する一方、黒毛和牛の子牛生産も手掛けて
いる ひょうたん農場株式会社 代表取締役 須原隆一
さんにお話を伺いました。

農業をしていた両親からは、経営を継ぐように言
われたことはなく、長男の私は大阪で音楽関係の仕
事に就職していましたが、農業に関心を持ち始めU
ターン。牛が好きで農業高校へ進学した次男の卒業
と同時期に、就農しました。その後神戸で働いてい
た三男も就農し、現在に至ります。

もともと家族協定を結んで家族で経営していました
が、兄弟でうまくやっていくにはそれぞれが役割と責
任をもつ必要があること、会社とプライベートを分け
たい、従業員を雇う場合に法人のほうが信頼が得られ
る等を考えて法人化を決意し、本年４月にひょうたん
農場株式会社を設立しました。長男の私が総務・総括
担当、次男が牧場長、三男が農場長を担っています。

ひょうたん農場では、場内で調達できる稲わら・も
み殻・ぬか・牛ふん等を混合し、発酵・熟成させてで
きた堆肥を、土壌分析データを基に農場へ散布 し、
水田の栄養分を整え、こだわりの土づくりをしていま
す。飼育する黒毛和牛に稲わらも給餌しており、資源
循環型の生産が農場内でできていることが自慢です。

また、水稲のうち酒米は、地元の酒蔵からの要望も
あり、いろいろな品種を栽培しています。なかでも、
「五百万石」や新品種である「兵系酒85号」について
は、当農場生産の酒米だけで製造されたお酒となって
販売されていて、やりがいを感じています。

将来的には、牛の飼養頭数の拡大を目指しています
が、良いたい肥を有効利用するためには、飼育頭数と
水稲・畑作作付のバランスが大切です。これからもバ
ランスよく生産拡大ができればと考えています。

三兄弟で資源循環型の農業を実現！

長男の隆一さん(左)と次男の秀次さん

令和元年度豊かなむらづくり全国表彰事業
～ 農林水産大臣賞受賞 新温泉町海上区 ～

農林水産省では、農林水産業の振興、生活環境の改善、地域文化の継承など、地域ぐるみで取
り組まれているむらづくりを農林水産祭の一環として昭和54年度から表彰しており、この度、新
温泉町の海上区（うみがみく）が農林水産大臣賞を受賞しました。

海上区は、全戸参加のアンケート調査に基づいた「集落農業経営プラン」
を策定、「海上営農組合」を設立し、畜産農家と連携することで低農薬栽培
が可能となり、棚田特別栽培米「うみゃーなぁー」をブランド化、地域の特
色を活かした活動によって集落農業の活性化を図っています。

農産物加工品や棚田ブランド米「うみゃーなぁー」を同地域に整備した
「うみがみ元気村」や神戸市のアンテナショップや道の駅等で販売すること
で、村に小さな経済と棚田米生産農家の経営安定が生み出され、地域の大切
な資源である棚田の保全や農村景観の維持が図られています。

詳しくは http://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/nousonshinkou/191018.html

棚田特別栽培米
「うみゃーなぁー」



神戸市北区大沢町でいちご、ぶどう、いちじく、ス
イートコーン等の栽培と「大沢ファーマーズマーケッ
ト」 (直売所)を経営している すまいるふぁーむ藤本
代表 藤本耕司さんにお話を伺いました。

親から「農業をしなくても良い」と言われていたの
で大学に進学し、卒業後は一般企業で６年間、営業の
仕事をしていました。家族から「直売所の経営もあり
人手が足りなくなったので、帰ってこないか」と相談
され、継ぐのが当たり前との思いと地元への愛着があ
ったことから、当園に平成13年に就農し、22年に経
営を引き継ぎました。

就農した当初は何もわからなかったので、必死に父
の背中を追いかけましたが、なかなか良い農産物が作
れず、また自分が生活できる給料もなく、農業で生活
していく大変さがわかりました。

今考えると、就農時に年収がどのくらい必要で、そ
のために何を作れば良いのかといったビジョンを描い
ておく必要があったと思っています。

就農時に始めたいちごの栽培は、徐々に規模拡大し、
現在では当園の主力農産物となっています。

いちごは時期によって味が変わらないように注意し
て栽培しており、同直売所で12月～６月の間、また、
ぶどうは８月中旬～９月中旬の間販売しています。

農業をやって良かった点は、自分なりのやり方がで
きることと、直売所を経営しているので、直接消費者
の反応を目にすることができ、結果がわかることです。
スイートコーン狩りでスイートコーンを生で食べられ
ること説明し、実際に食べてみると美味しかったと感
動されると嬉しく、栽培に一層力がはいります。

当園では、新規就農を目指す研修生を受け入れており、今後は、自分が経験した失敗談などを伝
えて学んでもらい、若手の農家を育て、研修生や息子に農業で生活していける手本として頑張って
いきたいと思っています。

自分の経験を伝え、若手農家を育成

いちごは
章姫、
紅ほっぺ、
おいCベリー
の3種を栽培！

県内で開催されたイベントに出展しました
～ふれいあいの祭典 ふれあいフェスティバルin北播磨、第53回みのりの祭典～

ふれあいの祭典（10月26､27日、
県立三木総合防災公園・三木市）
及び第53回みのりの祭典（11月3
日、湊川公園・神戸市）に、加古
川水系広域農業水利施設総合管理
所、東播用水二期農業水利事業所
と共同で出展しました。

兵庫県拠点は、日本の食を支え
る農山漁村の役割や重要性、日本
食文化の素晴らしさ、次代を担う
子供たちに対する食育の必要性に
ついて理解と関心を深めてもらう
ことを目的に、パネル展示やぬり
絵で情報発信を行いました。

当拠点では、農政の重要性等を理
解いただくため、各種イベントに参加し
ています。 出展のご依頼等がござい
ましたら、お気軽にご連絡ください。



道の駅「あゆの里矢田川」は、平成11年８月村岡町
（現香美町）に開設され、矢田川の清流を眺めながら
鮎料理をいただくことで繁盛していましたが、道路環
境の整備により客足が途絶え、廃駅寸前の２年前、当
時村岡観光協会の広報を担当していた阿瀬大典（あせ
だいすけ）さんが駅長を引き受けました。

阿瀬さんは日本一ダメな道の駅の経営状況を逆手に
とり、オリジナルソングや萌えキャラクターの制作、
物品販売商品の入れ替えや食堂メニューの見直しを行
ったことをTwitter等でつぶやくとそれが拡散され、
利用者が戻り、危機的状況は脱しました。

中でも昨年９月にオープンした県下初のRVパーク（キャンピングカーなどで車中泊できる場
所）は、川が近く静かで人気のスポットになっています。

また、駅長が趣味で購入した高圧洗浄機で洗車もできる道の駅として知名度がアップ中です。
近所の農家生産の新鮮な野菜や、

囲炉裏端でいただく鮎の塩焼き、鮎
のなれずし、矢田川みそ等、地元の
美味しいを発信しながら、香美町の
町おこしに一役かっています。

秋も終わりに近づきましたが、運動の秋、読書の秋、そして食欲の秋、皆様はどんな秋を過ごされたでしょうか。
私は初めて、丹波黒大豆の枝豆を食べてそのおいしさに、これまで50年間食べてきた枝豆はなんだったのだろ

うと思ってしまいました。兵庫県内にはコシヒカリや山の芋、丹波栗、丹波大納言小豆 etc…といった秋に収穫さ
れるおいしい農作物がたくさんあり、山田錦を原料に日本酒も数多くの銘酒が揃っています。

11月6日に解禁されたズワイガニもあり、この秋から冬にかけての酒量が増えないか心配です。
酒は飲むべし、飲まるるべからず、あくまで適量をたしなみたいと思います。 H.T

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2019.11

名称 ： 道の駅 あゆの里矢田川
所在地 ： 兵庫県美方郡香美町村岡区長瀬933-1
電話番号 ： 0796-95-1369
営業時間 ： 9:00～18:00（冬季は17:00）火曜日・年末年始定休
駐車場 ： 16台（大型４台、普通車12台）、他にRVパークあり（5台）

ホームページ ： http://www.ayunosato.kamicho.jp/

⑤ 道の駅 あゆの里矢田川（やだがわ）
～日本一ダメな道の駅からの町おこし～

2020年農林業センサスが実施されます
農林水産省では、令和２年２月１日現在で「2020年農林業センサス」実施します。この調査

は、我が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調査です。
令和元年12月中旬から調査員が農林業関係者の方々を訪問して、調査票に農

林業の経営状況などの記入をお願いします。
調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんの

で、ご協力をお願いします。

萌えキャラクター 「矢田川あゆか」川の幸にこだわった旬の味 「矢田川定食」


